
(57)【要約】

【課題】この発明は、生体内にプラズマを発生させて血

栓治療や結石破壊や細胞の凝固をおこなうことのできる

医療用治療装置を提供することを目的とする。

【解決手段】上記の課題を解決するために、本発明に係

る医療用治療装置は，生体内の媒体中に電磁波を照射す

る装置１と超音波を照射する装置２をそれぞれ生体外に

配置し，高周波用電極と超音波振動エネルギーの伝達と

しての２つの役割を兼用する金属製のワイヤー３を生体

内に挿入することによって，超音波振動を生体内に伝達

させるとともに，生体内にプラズマを発生させるもので

ある．

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 磁 波 を 照 射 す る 手 段 と 、 超 音 波 を 照 射 す る 手 段 と 、 生 体 内 で プ ラ ズ マ を 発 生 さ せ る た め
の プ ラ ズ マ 発 生 手 段 を 有 す る 医 療 用 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 プ ラ ズ マ 発 生 手 段 が ， 金 属 、 弾 性 材 料 ま た は 超 弾 性 材 料 な ど で 作 ら れ た ワ イ ヤ ー で あ
る 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ワ イ ヤ ー を 生 体 内 に 挿 入 し て 使 用 す る も の で あ り 、 こ れ に 電 磁 波 を 供 給 し て プ ラ ズ マ
を 発 生 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 医 療 用 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
電 磁 波 に 併 せ て 前 記 ワ イ ヤ ー に 超 音 波 振 動 を 与 え る こ と に よ り 、 こ の ワ イ ヤ ー を 電 極 と し
て 生 体 内 に 高 周 波 プ ラ ズ マ を 発 生 さ せ る 請 求 項 １ お よ び ２ に 記 載 の 医 療 用 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ワ イ ヤ ー を 血 管 内 に 入 れ る た め の 内 部 が 空 洞 の カ テ ー テ ル を 備 え 、 血 管 内 部 で プ ラ ズ
マ を 発 生 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 カ テ ー テ ル に 、 プ ラ ズ マ 発 生 に よ っ て 粉 砕 ， 凝 固 、 分 解 さ れ た 血 栓 や 結 石 を 吸 引 す る
装 置 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 カ テ ー テ ル に 生 体 内 部 に 薬 剤 を 投 入 す る 投 入 口 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 装 置
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 生 体 内 に お い て 、 血 栓 治 療 や 結 石 破 壊 や 凝 固 を 行 う こ と の で き る 装 置 に 関 す
る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 か ら 、 血 栓 治 療 や 結 石 治 療 の 物 理 的 な 破 壊 方 法 と し て は 、 超 音 波 振 動 を 利 用 す る 方 法
が あ る 。 検 体 外 部 か ら 超 音 波 に よ っ て 衝 撃 波 を 発 生 さ せ 結 石 や 血 栓 を 破 壊 す る 方 法 や 、 カ
テ ー テ ル な ど を 用 い て 振 動 エ ネ ル ギ ー を 直 接 検 体 内 部 に 伝 搬 さ せ て 治 療 し よ う と す る 方 法
が あ る 。 特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献 ２ に は 、 超 音 波 振 動 を ワ イ ヤ ー を 用 い て 生 体 内 部 に 伝
搬 さ せ る 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。 特 許 文 献 ３ に は 、 光 フ ァ イ バ ー を 利 用 し て 生 体 内 に 音 響
振 動 を 発 生 さ せ る 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。 一 方 、 医 療 用 で は な い が 、 特 許 文 献 ４ お よ び 特
許 文 献 ５ に は 超 音 波 や 電 磁 波 を 液 体 中 に 照 射 し て 液 体 中 に プ ラ ズ マ を 発 生 さ せ る こ と が 記
載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 ５ ３ ８ ０ ２ ７ ３ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 ５ ３ ９ ７ ３ ０ １ 号
【 特 許 文 献 ３ 】 特 表 ２ ０ ０ ０ － ５ ０ ８ ９ ３ ９ 号
【 特 許 文 献 ４ 】 特 許 第 ３ ６ ２ ４ ２ ３ ８ 号
【 特 許 文 献 ５ 】 特 公 ２ ０ ０ ４ － ３ ０ ６ ０ ２ ９ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
外 部 か ら 焦 点 を あ わ せ て 衝 撃 波 を 形 成 す る 方 法 は 、 装 置 が 複 雑 で 複 数 の 振 動 子 を 用 い る 必
要 性 が あ り 、 非 常 に 高 度 な 精 度 が 要 求 さ れ る た め 、 曲 が り く ね っ た 細 い 血 管 内 の 治 療 に 用
い る こ と は 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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特 許 文 献 １ 、 ２ に 記 載 さ れ て い る 方 法 は 、 超 音 波 振 動 を ワ イ ヤ ー を 用 い て 生 体 内 部 に 伝 え
る 方 法 で あ る が 、 ワ イ ヤ ー の み で は 音 波 の 減 衰 が 大 き く 、 さ ら に ワ イ ヤ ー が 曲 が る こ と に
よ っ て 振 動 形 態 が 変 化 す る の で 、 こ の 装 置 の み で 、 血 栓 を 破 壊 す る こ と は 困 難 で あ る 。 ま
た 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 さ れ た 方 法 は 、 レ ー ザ ー 光 の エ ネ ル ギ ー を 振 動 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す
る も の で あ る が 、 光 を 振 動 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る と き の 損 失 が 大 き く 、 光 フ ァ イ バ ー 先 端
部 で 、 ど の 程 度 有 益 な 振 動 が 得 ら れ る の か が 不 明 瞭 で あ り 、 信 頼 性 に も 欠 け る 。 振 動 エ ネ
ル ギ ー の み で 結 石 や 血 栓 を 破 壊 に 応 用 す る に は エ ネ ル ギ ー 損 失 が 大 き く 、 治 療 装 置 と し て
の 実 用 性 は 低 い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
一 方 、 特 許 文 献 ４ 、 ５ に 記 載 さ れ た 液 中 に 電 磁 波 を 照 射 し て 液 中 プ ラ ズ マ を 発 生 す る 方 法
は 、 高 エ ネ ル ギ ー の プ ラ ズ マ 状 態 を 液 体 中 に 発 生 さ せ る こ と が で き る 。 こ の プ ラ ズ マ の 高
エ ネ ル ギ ー 場 を 生 体 内 に 生 成 さ せ れ ば 、 血 栓 や 結 石 を 粉 砕 で き る の み で な く 、 血 管 内 部 の
止 血 や 、 生 体 細 胞 を 熱 凝 固 さ せ る こ と も 可 能 と な る 。 さ ら に 、 特 殊 な 反 応 場 を 生 体 内 に 提
供 す る こ と に よ り 、 血 栓 溶 解 剤 等 の 薬 剤 の 効 果 や 反 応 を 促 進 さ せ る 技 術 と し て 利 用 で き る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 発 明 は 、 血 栓 の 破 壊 、 溶 解 、 止 血 、 凝 固 等 の 治 療 を 含 め 、 広 範 囲 の 生 体 内 血 栓 治 療 に
利 用 で き る 治 療 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 医 療 用 治 療 装 置 は 、 生 体 外 に 設 け ら れ た 電 磁
波 を 発 生 す る 手 段 と 、 超 音 波 を 発 生 さ せ る 手 段 と 、 電 磁 波 を 発 生 さ せ る 電 極 の 役 割 と 超 音
波 振 動 を 伝 え る 役 割 を 兼 用 す る ワ イ ヤ ー と 、 破 壊 し た 血 栓 な ど を 吸 引 す る た め の 手 段 と 、
薬 品 な ど を 注 入 す る 手 段 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
電 磁 波 発 生 手 段 は 超 音 波 発 生 手 段 と 同 じ 位 置 に 取 り 付 け て も よ い し 、 電 磁 波 発 生 手 段 を 生
体 の 外 部 に 設 置 し て 照 射 し て も よ い 。 ワ イ ヤ ー は 血 管 内 に あ ら か じ め 挿 入 さ れ た ス テ ン ト
あ る い は カ テ ー テ ル な ど の 細 い 管 の 中 に 挿 入 す る こ と に よ り 、 血 管 内 に 入 れ る こ と が で き
る 。 ワ イ ヤ ー の 直 径 は ０ ． ０ １ ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ で あ る 。 最 初 か ら カ テ ー テ ル な ど と 同 時 に
血 管 に 挿 入 す る か 、 生 体 の 血 管 以 外 の 部 分 に 直 接 挿 入 し て も 良 い 。 電 磁 波 発 生 手 段 と し て
は 、 周 波 数 １ Ｍ Ｈ ｚ ～ １ ０ ０ Ｇ Ｈ ｚ の 高 周 波 電 源 を 使 用 す る こ と が で き る 。 電 磁 波 を 生 体
全 体 へ 照 射 す る 場 合 、 生 体 へ の 加 熱 の 影 響 を 考 慮 す れ ば 、 周 波 数 １ ０ Ｍ Ｈ ｚ ～ １ ０ ０ Ｍ Ｈ
ｚ の 高 周 波 電 源 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 電 磁 波 を カ テ ー テ ル 内 部 に 通 し 、 カ テ ー テ ル
先 端 で プ ラ ズ マ を 形 成 す る 場 合 に は 、 周 波 数 ２ ． ４ ５ Ｇ Ｈ ｚ の 電 子 レ ン ジ の 電 磁 波 発 生 部
を 使 用 し て も 良 い 。 超 音 波 発 生 手 段 と し て は 、 周 波 数 １ ０ ｋ Ｈ ｚ ～ １ ０ Ｍ Ｈ ｚ の 超 音 波 発
振 器 を 使 用 す る 。 超 音 波 は カ テ ー テ ル 内 部 に 通 し た ワ イ ヤ ー を 伝 搬 し 、 ワ イ ヤ ー 先 端 近 傍
を 細 か く 振 動 さ せ る 。 こ の 状 態 で 、 周 波 数 １ Ｍ Ｈ ｚ ～ １ ０ ０ Ｇ Ｈ ｚ の 電 磁 波 を カ テ ー テ ル
内 部 に 投 入 さ せ る か 、 外 部 か ら 生 体 に 照 射 す る こ と よ り 、 ワ イ ヤ ー を 電 極 と し て 高 周 波 プ
ラ ズ マ が 発 生 す る 。 必 要 に 応 じ て 薬 品 を 注 入 す る こ と も で き る し 、 破 壊 し た 血 栓 や 結 石 な
ど は 吸 引 装 置 に よ っ て 除 去 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 発 明 の 医 療 用 治 療 装 置 は 、 ワ イ ヤ ー を ア ン テ ナ と し て 利 用 し て い る の で 、 生 体 内 の 任
意 の 場 所 に 、 局 所 的 に は 高 エ ネ ル ギ ー の 液 中 プ ラ ズ マ を 発 生 さ せ 、 血 栓 破 壊 や 熱 凝 固 、 結
石 の 破 壊 、 焼 結 、 薬 品 の 効 果 や 反 応 や 分 解 促 進 な ど の 治 療 を 行 う こ と が で き る と い う 効 果
を 有 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 、 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 医 療 用
治 療 装 置 の 一 例 を 示 す 概 念 図 で あ る 。 図 ２ は 医 療 用 治 療 装 置 の 別 の 例 を 示 す 概 念 図 で あ る
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。
【 ０ ０ １ １ 】
医 療 用 治 療 装 置 １ は 、 次 に 示 す 構 成 か ら 成 っ て い る 。 超 音 波 発 生 手 段 ２ に は 振 動 振 幅 を 拡
大 す る 振 幅 拡 大 ホ ー ン ３ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の 先 端 に ワ イ ヤ ー ４ が ボ ル ト ５ で 取 り
付 け ら れ て い る 。 カ テ ー テ ル ６ が ま ず 、 生 体 ７ 内 の 血 管 な ど に 挿 入 さ れ た 後 、 ワ イ ヤ ー ４
が カ テ ー テ ル ６ 内 に 挿 入 さ れ 、 生 体 ７ 内 の 治 療 箇 所 ８ に ワ イ ヤ ー ４ の 先 端 が 到 達 す る 。 こ
の 状 態 で 、 超 音 波 を 導 入 す る こ と に よ り 、 ワ イ ヤ ー ４ 先 端 表 面 に 微 細 な 気 泡 が 発 生 す る 。
次 に 、 電 磁 波 発 生 手 段 ９ を 照 射 す る こ と に よ り 、 ワ イ ヤ ー ４ 自 身 が 電 極 の 役 割 を 果 た し て
、 ワ イ ヤ ー ４ の 先 端 近 傍 に プ ラ ズ マ が 発 生 す る 。 超 音 波 は プ ラ ズ マ 発 生 の た め の 気 泡 発 生
手 段 と し て の 役 割 と 、 発 生 す る プ ラ ズ マ の 大 き さ を 制 御 す る た め と 、 血 栓 な ど の 物 理 的 な
作 用 を 及 ぼ す た め の 補 助 装 置 と し て 用 い ら れ て い る 。 気 泡 発 生 手 段 と し て は 、 ワ イ ヤ ー を
加 熱 す る な ど の 別 の 方 法 を 用 い て も よ い 。 プ ラ ズ マ は 超 音 波 を 照 射 し な い 場 合 で も 発 生 す
る が 、 医 療 用 の 装 置 で あ る こ と を 考 慮 す れ ば 、 超 音 波 振 動 を 併 用 し て プ ラ ズ マ の 発 生 を 細
か く 制 御 す る 方 が 好 ま し い 。 ワ イ ヤ ー ４ の 材 質 と し て は ス テ ン レ ス 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 チ タ
ン 、 銅 、 あ る い は そ れ ら の 合 金 か 、 ま た は 、 超 弾 性 材 料 な ど を 用 い る 。 ワ イ ヤ ー の 内 部 が
空 洞 で も 良 い し 、 先 端 に プ ラ ズ マ が 発 生 し や す い よ う に と が っ て い て も 良 い 。 生 体 内 部 の
傷 つ き や す い 部 分 に 挿 入 す る 場 合 に は 、 ワ イ ヤ ー 先 端 を 丸 く し た り 球 状 の 突 起 物 を つ け て
も 良 い 。 ワ イ ヤ ー と ワ イ ヤ ー 先 端 の 形 状 は 治 療 の 部 位 や 治 療 の 方 法 に よ っ て 適 切 に 変 更 す
る 。 治 療 の 際 に 、 超 音 波 振 動 に よ る 化 学 作 用 の 促 進 効 果 や 、 内 部 の 洗 浄 効 果 や 振 動 に よ る
物 理 的 作 用 の 効 果 を 期 待 し た い 場 合 は 、 振 動 減 衰 の 少 な い 材 料 を 用 い る と 良 い 。 ゲ ル 状 の
血 栓 に 対 し て は 血 栓 を プ ラ ズ マ で 焼 き 固 め た 後 、 超 音 波 振 動 で 粉 砕 す る こ と も で き る 。 プ
ラ ズ マ が 一 端 発 生 す る と 、 超 音 波 振 動 を 止 め て も プ ラ ズ マ は 継 続 的 に 発 生 す る 。 カ テ ー テ
ル ６ に は 吸 引 装 置 １ ０ が つ い て お り 、 ポ ン プ １ １ で 吸 引 す る こ と に よ り 、 カ テ ー テ ル を 通
じ て プ ラ ズ マ に よ っ て 破 壊 さ れ た 結 石 や 血 栓 が 除 去 さ れ る 。 ま た 、 薬 品 投 入 口 １ ２ か ら 薬
剤 を 投 入 す る こ と に よ り 、 血 栓 溶 解 療 法 な ど の 化 学 治 療 法 を 併 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
次 に 別 の 実 施 形 態 を 図 ２ に よ っ て 説 明 す る 。 こ の 例 に お い て は 、 電 磁 波 発 生 手 段 ９ は 超 音
波 発 生 手 段 ２ と は 離 れ た 位 置 か ら 生 体 内 部 に 向 か っ て 照 射 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 ワ イ ヤ
ー 自 身 は ア ン テ ナ の 役 目 を 果 た し て 、 電 磁 波 の エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し た 後 は 電 極 と し て 作 用
す る 。 電 磁 波 照 射 の 場 所 は 、 任 意 に 選 ぶ こ と が 可 能 で あ る 。 プ ラ ズ マ を 効 率 的 に 発 生 さ せ
る た め に 、 図 １ の 電 磁 波 発 生 手 段 ９ を 併 用 し て も 良 い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 医 療 用 治 療 装 置 １ を 図 ３ に 示 す 構 成 で 使 用 す
る 。 模 擬 血 管 と し て 無 色 透 明 の 内 径 ６ ｍ ｍ の Ｕ 字 型 ホ ー ス １ ３ の 中 に 、 生 理 的 食 塩 水 １ ４
を 満 た し 、 石 け ん １ ５ を 設 置 し た 。 ワ イ ヤ ー ４ と し て 直 径 ０ ． ９ ｍ ｍ 、 長 さ １ ０ ０ ｍ ｍ の
ス テ ン レ ス ワ イ ヤ ー を 使 用 し 、 周 波 数 ４ １ ． ７ ｋ Ｈ ｚ 、 出 力 ３ ０ Ｗ の 超 音 波 を 導 入 し た と
こ ろ 、 石 け ん は ス テ ン レ ス ワ イ ヤ ー の 先 端 振 動 に よ っ て 粉 砕 さ れ た 。 図 ４ は ワ イ ヤ ー 先 端
で 石 け ん が 粉 砕 さ れ て い る 状 態 を 示 す も の で あ る 。 こ れ に よ っ て 超 音 波 振 動 を 併 用 す る 場
合 は 、 超 音 波 の 振 動 に よ る 物 理 的 な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 医 療 用 治 療 装 置 １ を 図 ５ に 示 す 構 成 で 使 用 す
る 。 模 擬 血 管 と し て 無 色 透 明 の 内 径 ６ ｍ ｍ の Ｕ 字 型 ホ ー ス １ ３ の 下 部 に シ リ コ ン オ イ ル １
６ を 満 た し 、 ワ イ ヤ ー ４ と し て 直 径 ０ ． ９ ｍ ｍ 、 長 さ １ ０ ０ ｍ ｍ の ス テ ン レ ス ワ イ ヤ ー を
使 用 し 、 周 波 数 ４ １ ． ７ ｋ Ｈ ｚ 、 出 力 ３ ０ Ｗ の 超 音 波 を 導 入 し た と こ ろ 、 図 ６ の よ う に 、
オ イ ル の 界 面 か ら 振 動 に よ る 波 紋 と 、 ワ イ ヤ ー ４ の 先 端 か ら 無 数 の 音 響 気 泡 が 発 生 し て い
る の が 確 認 さ れ た 。 プ ラ ズ マ の 発 生 に 十 分 な 振 動 エ ネ ル ギ ー の 伝 搬 と 気 泡 が 発 生 し て い る
こ と が わ か る 。
【 実 施 例 ３ 】
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【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 医 療 用 治 療 装 置 １ を 図 ７ に 示 す 構 成 で 使 用 す
る 。 模 擬 血 管 と し て 無 色 透 明 の 内 径 ６ ｍ ｍ の Ｕ 字 型 ホ ー ス １ ３ の 下 部 に 生 理 的 食 塩 水 １ ４
を 満 た し 、 ワ イ ヤ ー ４ と し て 直 径 ０ ． ９ ｍ ｍ 、 長 さ １ ０ ０ ｍ ｍ の ス テ ン レ ス ワ イ ヤ ー を 使
用 し 、 周 波 数 ４ １ ． ７ ｋ Ｈ ｚ 、 出 力 ３ ０ Ｗ の 超 音 波 を 導 入 し な が ら 周 波 数 ２ ． ４ ５ Ｇ Ｈ ｚ
、 出 力 １ ０ ０ Ｗ の 電 磁 波 を 医 療 用 治 療 装 置 １ か ら 照 射 す る と 、 ワ イ ヤ ー 先 端 か ら プ ラ ズ マ
が 発 生 す る 。 な お 、 こ の プ ラ ズ マ は 、 電 磁 波 発 生 手 段 ９ を Ｕ 字 型 ホ ー ス １ ３ の 外 部 に 設 置
し 、 電 磁 波 を ワ イ ヤ ー ４ を 通 し て 導 入 せ ず 、 Ｕ 字 型 ホ ー ス １ ３ と ワ イ ヤ ー ４ の 先 端 部 側 方
か ら ワ イ ヤ ー ４ の 先 端 部 に 向 け て 照 射 し て も 上 記 構 成 と 同 様 に 発 生 し て い る 。 図 ８ は ワ イ
ヤ ー 先 端 で プ ラ ズ マ が 発 生 し た 状 態 を 示 す 写 真 で あ る 。 ワ イ ヤ ー 先 端 に 明 る い プ ラ ズ マ が
発 生 し て い る 様 子 が わ か る 。 こ の プ ラ ズ マ の 温 度 は ５ ０ ０ ０ 度 以 上 で あ り 、 プ ラ ズ マ が 接
触 し た も の 全 て を 分 解 お よ び 破 壊 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 発 明 の 医 療 用 治 療 装 置 は 、 高 エ ネ ル ギ ー の プ ラ ズ マ を 発 生 す る こ と が で き る も の で あ
る 。 従 来 の カ テ ー テ ル 装 置 に 超 音 波 振 動 子 と 電 磁 波 発 生 装 置 を 取 り 付 け る こ と に よ り 容 易
に 実 現 す る こ と が で き る 。 医 療 分 野 の 治 療 装 置 と し て 、 血 栓 や 結 石 の 破 壊 除 去 、 お よ び 、
凝 固 や 溶 解 治 療 な ど を 効 果 的 に 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 医 療 用 治 療 装 置 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 医 療 用 治 療 装 置 を 示 す 別 の 概 念 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 １ の 実 施 例 の 結 果 を 示 す 写 真 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ２ の 実 施 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ の 実 施 例 の 結 果 を 示 す 写 真 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ３ の 実 施 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ３ の 実 施 例 中 の 結 果 を 示 す 写 真 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
１ ． 医 療 用 治 療 装 置
２ ． 超 音 波 発 生 手 段
３ ． 振 幅 拡 大 ホ ー ン
４ ． ワ イ ヤ ー
５ ． ボ ル ト
６ ． カ テ ー テ ル
７ ． 生 体
８ ． 治 療 箇 所
９ ． 電 磁 波 発 生 手 段
１ ０ ． 吸 引 装 置
１ １ ． ポ ン プ
１ ２ ． 薬 品 投 入 口
１ ３ ． Ｕ 字 型 ホ ー ス
１ ４ ． 生 理 的 食 塩 水
１ ５ ． 石 け ん
１ ６ ． シ リ コ ン オ イ ル
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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